
目標

対象

日数 2日

時間 13:00

科　目　名 時間数

工事監理 13:00

講師

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・公共工事の関連法規と品質について
・契約履行の確保
・工事請負契約約款
・標準仕様書
・工事監理の必要性
・工事監理とは
・工事監理の目的
・発注者（監督員）の責務
・施工計画書の重要性
・施工管理（工程管理、品質管理、出来形管
理）の進め方
・工事記録写真
・指示・協議等の記録
・工事関係書類の確認（整合性）
・工事監理業務についてのグループ討議

講　　義
討　　議

民間会社講師

参加した研修生の声

・実務に役立つ参考書籍など、具体例を示しながらの講義は有意義だった。
・市町村や民間の建築業界の今後の展望について知ることができ為になった。また、業務にあたり役に立つ書籍
等もしれて良かった。
・関係法令について、学ぶことができて良かった。
・建築、電気、機械の工事監理というよりも工事監理全般に関することだったのでもう少し専門的なところも欲
しかった。

研修所メッセージ

・土木工事職と営繕職（建築・電機・機械工事）に対象を分けて隔年で実施します。
・公共工事の施工については、これまで以上に品質と安全性が求められており、的確な工事監理を行うことが重
要視されています。
・多くの自治体で事務系職員が工事監理や施工管理を担っている現状も踏まえ、公共工事の関連法令や工事監
理の概要、公務員として現場監理に携わる者の心構えなど、基礎部分から講義を行います。
・講師は、自治体職員としての実務経験が豊富な方が登壇します。

8　技術職研修

工事監理科（建築・電気・機械工事）（偶数年度）

・業務の法的根拠など、公共工事における工事監理業務に必要な基礎的知識の習得を図る。
・工程、品質、出来形の各管理など、より高い品質と安全性確保のための、的確な工事監理を行う能
力の向上を図る。
・グループワークによる他団体職員との情報交換を通じ、人的ネットワークの形成と、業務改善意識
の醸成を図る。

建築・電気・機械工事の監督員または施工管理を行う技術系職員及び事務系職員（実務経験３年程
度）

研修日程 6/23(火)～24(水)


